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　昨年は、２月の記録的な豪雪、７月の南木曽町の土石流、９月の御嶽山の噴火、

11月の長野県神城断層地震と、長野県内で大規模自然災害が相次ぎました。被災さ

れた皆様に心よりお見舞い申し上げます。県生協連では各発災にともない「対策本

部」を立ち上げ必要な対応を進めてまいりました。今後も、会員生協、行政、他団

体の皆様と災害時の円滑な対応・連携が取れるよう備えて行きたいと考えますので

ご協力をお願い申し上げます。

　本年は、東日本大震災・長野県北部地震から５年目を迎えます。県連では、2011

年の震災発生以降、長野県栄村をはじめ福島県、宮城県の被災地を訪問する中で、

会員生協と共に様々な支援活動を進めてきました。昨年８月には、一昨年に引き続

き福島の子ども保養プロジェクト「コヨットinながの」を栄村（秋山郷）で開催

し、福島県の被災地の子どもたちにキャンプなどの自然体験を通してリフレッシュ

の場を提供しました。また、９月には茨城県を訪問し、被災地の復興状況を視察し

ました。今後も、被災地の復興支援の取り組みを継続して進めます。各方面からの

ご協力をよろしくお願い申し上げます。

　

今日、景気の後退、ＴＰＰ（環太平洋戦略的経済連携協定）によるグローバル化の

進展、雇用不安や急激に進行する少子高齢化によって、将来の暮らしに対する不安

が、私たちに大きくのしかかっています。こうした中、安心して働き、安心して暮

らし続けられる地域社会を実現していくために、協同組合に求められている社会的

な役割を皆様と力を合わせて発揮していきたいと考えます。

　本年は、県連の「第12次中期３カ年計画（2014年～2016年）」の２年目にあた

り、県連の３つの役割「①会員活動の支援及び交流・連帯の促進、②活動条件整備

のための行政への働きかけ、③社会的認知を向上させる渉外・広報の強化」に沿っ

て、県連が果たすべき役割をきちんと認識し、会員生協に寄与するための活動を進

めてまいります。

　厳しい岐路に立たされ、その存在意義が問われる中で、県内の生協が「自立と協

同の原則」に基づき、より一層の連帯を強めて行くことが求められています。会員

生協の組合員・役職員の知恵と力を寄せ合って、行政や地域の人々と共に生協活動

の輪をひろげるよう取り組んでいく所存です。

本年もよろしくお願い申し上げます。

　　2015年　元旦

長野県生活協同組合連合会　　

会長理事　上　田　　均　　
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機関会議報告

県連活動報告

県生協連の長野県神城断層地震への対応
11月22日に県北部で発生した地震被害への県生協連の対応についてご報告します。

【長野県生協連の対応】

(1）災害対策本部の設置。

　コープながのと共に23日午前８時に災害対策本部を設置し、24日には県社協防災ボランティア担当

者とコンタクトをとり情報収集を行い、27日長野県の「長野県神城断層地震災害義援金」の募集を受

け、会員生協へ義援金募集を案内しました。

(2）県内生協へ被災状況をヒヤリング　

　23日に北信地域の会員に電話連絡するとともに全会員に被災状況集約のメールを発信し、被災状況

を集約しました。

(3）日々の情報集約と情報発信

　県内会員生協の情報や、県ＨＰ情報を集約し、各市町村の被災状況、ボランティア活動、物資要請

状況などを集約して、25日から毎日朝10時に各県内会員生協と日生協へ発信しました。

第７回理事会を開催しました
日時：12月16日(火）12時50分～14時05分

場所：コープながの本部　２階　Ｂ・Ｃ会議室（長野市篠ノ井）

出席：12名（理事11名：監事１名）

内容：以下の案件について審議を行い、承認しました。 　 

(1）2015年度県生協連会費額の決定

(2）第64回通常総会までの運営スケジュール　

(3）県生協連職員交流会開催計画

(4）2015年賀詞交歓会の開催計画（第２次案）

(5）長野県神城断層地震災害義援金への取り組み

　続いて、第６回理事会以降の機関会議、活動報

告や行政・他団体から提供された情報を報告し、

すべて承認されました。

※11月18日に第８回常任理事会を開催し、第７回

理事会の審議事項等の検討を行いました。
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防災学習会
　11月18日(火）13時よりホテルメトロポリタン長野（長野市）において、防災学習会を開催しました。８
会員生協の役職員と県生協連役職員を含め15名が参加しました。
　前半の学習会では、東京都生協連組織課長の荒井伸幸氏より「東京都生協連の取り組みについて」と題し
て講演をいただき、東京都生協連と東京都
との物資協定と連絡会議の内容、東京都災
害ボランティアセンター設置と伊豆大島土
砂災害被災地支援の活動、コープ災害ボラ
ンティアネットワークの取り組みなど具体
的な活動内容や今日までの取り組みの経過
などお聞きすることができました。
　後半の学習会では、各会員生協から事前
アンケートでお寄せいただいた2014年の２
月の豪雪災害対応事例と７月の豪雨災害対
応事例の交流を行いました。

県連活動報告

【県生協連会員の被害状況】
対策本部設置。
配送センターで時計、パソコン、食器が落下し破損。
断水地域への水の持ち出し配布。共済加入者訪問（異常災害見舞金受付活動）
対策本部設置。
震源地近隣の生産者被害状況を取材。被災組合員の洗い出しと共済対応。
対策本部設置。
長野市より受託している老人福祉施設でガラスが割れ、壁が落ちる被害あり。体育館
の天井の一部が落下。
現地対策本部を設置。
事業所は本部玄関自動ドア開閉不能、エレベータ停止、パソコン落下等。
被災地域の契約状況を確認し対応。25日信毎朝刊に見舞い広告掲載。
病院対策本部を設置。
介護センターつるがで一部の壁にひび。老健ふるさとでエレベータ故障。
目立った大きな被害は報告されていません。商品の落下、書類の落下程度。

【｢長野県神城断層地震災害義援金」の募集】
　県内各会員に向け以下の義援金への協力を呼びかけました。
　日本生協連では長野県連からの連絡を受けて同様の呼びかけを全国の会員に向けて発信しました。

コープながの

生活クラブ生協長野

高齢者生協

全労済長野県本部

長野医療生協

その他会員

平成26年11月27日(木)から平成27年３月31日(火)まで
八十二銀行　県庁内支店
（普）695749
長野県神城断層地震災害対策本部
白馬村、小谷村、小川村は個別に義援金を受け付けています。
「日本赤十字社　長野県支部」や「社会福祉法人　長野県共同募金会」も受け付け窓
口を開設しています。詳しくは長野県ＨＰをご参照ください。
http：//www.pref.nagano.lg.jp/kaikei/happyou/141127press.html

受　付　期　間
金　融　機　関
口　座　番　号
口　　座　　名

そ　　の　　他
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県連活動報告

医療部会県外視察
　長野県生協連医療部会は、11月12日(水)～13日(木)に姫路医療
生協の視察を行い、長野医療生協・東信医療生協・上伊那医療生
協・県生協連事務局を含めて11人が参加しました。
　姫路医療生協の黒岩勝博専務理事より「姫路医療生協の事業・
経営戦略と地域包括ケア」について講演をいただき、２回のテー
マディスカッション（90分）を「自治体との関係づくりや他団体
との協同関係づくり」と「職員の教育研修、人材育成の取組み」
のテーマで行いました。また福祉介護センターや訪問看護ステー
ションなど介護事業所を５カ所視察させていただきました。
　姫路医療生協は「超高齢社会に対応し誰もが“その人らしく、
気持ち良く生きる”ことができるまちづくり」をスローガンに
「2025年問題」を乗り越えるために、新たな事業展開と行政や他
団体との連携を強化し、地域包括ケアシステムの構築に取り組ん
でいて、その具体的な内容を学ぶことが出来ました。また2014年
度の重点として、2015年度の介護報酬の改定を見越して「認知症
ケアと生活リハビリを基軸にした総合的な在宅支援事業の展開」
「保健・予防、生活支援活動をすすめ地域のネットワークをひろ
げる活動」「優しさと思いやりのある事業と活動を担える人づく
り」を進めていると話されていて大変示唆に富んだ内容でした。
　１日目に「福祉介護センターてがら」を視察し、中野啓民所
長・黒田所長に説明を聞き対応いただきました。２日目には福祉
介護センターを３カ所視察しました。「めが」では、赤山まゆみ
副所長・山本準一管理者に、「すずかぜ」では小林敏子所長に、「訪問看護ステーション花北」では岡本佐
百合所長に、「ひめじ」では水野恭子所長にそれぞれ説明を伺い丁寧な対応をしていただきました。
◆テーマディスカッションでは「行政との連携や地域の他団体との連携の取組み」や、「職員の教育研修や
人材育成の取組み」について交流することができました。２日目のディスカッションでは荻野俊夫理事長に
も参加していただき、「現場」に足を運び顔を出すことをいつも心がけているとお話され、事業所が多く
なっても細かく目を行き届かせ、気を配って組織を見られていることが印象に残りました。

　
　

第４回介護福祉部会
日時：12月５日(金）14時00分～16時00分
場所：全労済長野県本部会議室
出席：８名（コープながの、長野医療生協、東信医療生協、長野県高齢者生協、全労済ウィッグ、県生協連

事務局）
内容：①第３回介護福祉部会報告の確認

②９／20介護福祉講演会のまとめ
③2014年度県外視察研修（11／24）のまとめ
④長野市保健福祉部介護保険課（高齢者福祉課）との懇談会
⑤会員活動交流（上半期の活動状況やその他状況交流など）
⑥平成27年度介護報酬改定に向けての学習
⑦各会員事業所一覧のデータ更新及び事業対象エリア調査
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第７回幹事会を開催しました
日時：11月17日(月）10時30分～12時00分
場所：長野県婦人会館　会議室（長野市） 
出席：11名（幹事・監事８名、事務局３名）
内容：１．学習会「2025年に向けた医療・介護の動向」

　講師：長野医療生協専務理事　谷口亮一様
２．協議事項 　
(1）第44回県消費者大会及び消費者問題シンポジウム in 長野の運営
　　について
(2）消費者行政窓口と消費者団体との懇談会のまとめ（第１次）

３．報告・情報提供事項　 　
(1）長野県省エネ対策連絡会議事務レベル会合
(2）中部電力㈱平成26年度第２四半期決算」及び「スマートメーターの設置開始」について
(3）消費生活サポーター養成講座
(4）長野県石油製品価格動向調査結果

　　
　

　

第44回長野県消費者大会・
消費者問題シンポジウム in 長野
★第44回長野県消費者大会★
日時：11月22日(土）10時30分～12時30分
場所：長野バスターミナル会館　国際ホール（長野市） 
参加：120名 
主催：長野県消費者団体連絡協議会
内容：●開会の言葉　才川理恵副会長　　　　　　

●主催者あいさつ　鵜飼照喜会長　　　
●来賓あいさつ　内閣府消費者委員会・委員長　河上正二 様
　　　　　　　　長野県副知事　加藤さゆり 様
●基調報告　「長野県消団連の取組み報告」　牛澤高志 事務局長
●講　　演　「新しい食品表示基準を考える」
　　　　　　講師：消費者庁食品表示企画課・課長補佐　船田修平 様
●構成団体活動報告
　　　　　・岡谷市連合婦人会　会長　高見澤恒子 様
　　　　　・生活協同組合コープながの　全体区分理事　縣美智子 様
●閉会の言葉　徳武　淳 副会長

県消団連(長野県消費者団体連絡協議会)活動報告
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県消団連(長野県消費者団体連絡協議会)活動報告

★消費者問題シンポジウム in 長野★
日時：11月22日(土）13時30分～16時30分
場所：長野バスターミナル会館　４階　国際ホール（長野市） 
参加：130名 
主催：内閣府消費者委員会、長野県消費者団体連絡協議会
内容：司会　内閣府消費者委員会　黒木理恵 事務局長

１．開会挨拶
　　長野県消費者団体連絡協議会　鵜飼 会長
２．基調講演「消費者委員会の活動と消費者被害について」
　　講　師　内閣府消費者委員会委員長、東京大学大学院教授
　　　　　　河上正二 様
３．基調講演「長野県から消費者被害をなくすために」
　　講　師　長野県県民文化部消費生活室長
　　　　　　逢沢正文 様
４．パネルディスカッション　―消費者被害をなくすために―
　＜コーディネーター＞
内閣府消費者委員会委員、公益財団法人21世紀職業財団会長  岩　田　喜美枝 様

　＜パネリスト＞
長野県県民文化部消費生活室長 逢　沢　正　文 様
消費者庁消費者教育・地方協力課長 植　田　広　信 様
長野県消費者団体連絡協議会副会長、コープながの全体区理事 才　川　理　恵 様
長野県弁護士会消費者問題対策委員長 中　嶋　慎　治 様

５．総括コメント
内閣府消費者委員会委員長・東京大学大学院教授 河　上　正　二 様

　　
　　　　

　

協同組合連絡会幹事会
日時：12月９日(火）９時00分～10時30分
場所：ＪＡ長野県ビル　11階　図書資料室（長野市）
出席：12名 
内容：①２月12日協同組合職員交流会について

②2015年度の協同組合フェスティバルについて
③2015年度信州大学経済学部特別講座の内容について

協同組合間活動報告



お知らせ 

2014年度　下期研修会のご案内
　

◆日時：2015年１月23日(金）13：30～16：30

◆会場：ホテル　メトロポリタン長野・３階　浅間の間

講演１：「長野県経済の現状と2015年の見通し」(13：35～14：45)

講　師：長野経済研究所　調査部長　小澤吉則 様

講演２：「生協の社会的貢献と社会的責任」(15：00～16：20)

講　師：日本生協連　副会長　田井修司 様

◆参加費 ：無料

◆参加対象：生協の役職員、組合員、関係者

◆参加申込み　2015年１月16日(金)までに、県生協連までお申込みください。

◆連絡先：長野県生活協同組合連合会　TEL026-261-1380

会報　ねっとわぁく№236
発行：長野県生活協同組合連合会　〒388-8555 長野県長野市篠ノ井御幣川668番地　生活協同組合コープながの本部内

TEL.０２６－２６１－１３８０　FAX.０２６－２６１－１３８１
ホームページ  http://nagano-seikyoren.org/index.php

12月30日(火)～１月４日(日)　年末年始休暇

2015年１月５日(月)　県連仕事始め

１月７日(水)　県労福協・新春交歓会

１月９日(金)　国際協力田米出発式

１月12日(月)　消費者教育推進セミナー(主催：長野県)

１月13日(火)～14日(水)　全国政策討論集会

１月20日(火)　県労福協・合同研修会

１月23日(金)　第９回常任理事会・下期役職員研修会・

賀詞交歓会

１月26日(月)　第８回県消団連幹事会

１月27日(火)　地連運営委員会・県連活動推進委員会

２月３日(火)　第10回常任理事会

２月12日(木)　協同組合職員交流集会

２月16日(月)　長野県レジ袋削減を進める県民の会幹事会

２月17日(火)　第８回理事会

２月19日(木)　地方消費者グループ・フォーラム(関東ブロック）

２月20日(金)　県生協連職員交流集会・県労福協理事会

２月23日(月)　県消団連幹事会

２月27日(金)　虹の会事務局会議

月　日  会議・活動内容など 月　日  会議・活動内容など


